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国立大学観測網地震カタログ（JUNEC）の P波初動ならびに HASH（Hardebeck and Shearer, 2002）に修正を加えた
プログラムを用いて，1985年 7月から 1998年 12月までに日本で発生した約 14,000個の地震のメカニズム解を推定し，
カタログ化した．東京大学地震研究所・地震予知情報センターは，1985年 7月から 1998年 12月まで，国立大学により
運営されてきた地震予知観測情報ネットワークで得られた検測データを統合処理し，JUNECを公開してきた．その地震
数は約 190,000個に及ぶ．

JUNECメカニズム解カタログは多数のマグニチュード 2以上の微小地震を含んでおり，様々な解析に有用である．本
研究ではその一例として，1995年兵庫県南部地震に伴う静的クーロン応力変化（Δ CFF）と地震活動変化の相関性を，
推定されたメカニズム解を用いて計算されたΔ CFFの確率分布の時間変化から検討した．本震後に発生した地震の確率
分布は本震前に比べて明らかにΔ CFFが正の方向へ移動しており，Δ CFF増加域において活発化，あるいはΔ CFF減
少域において静穏化したことが示された．これはΔCFFによる地震活動度の変化に対応すると考えられる（例えば Stein
et al., 1992; Toda, et al., 1998）．
推定されたメカニズム解の分布は時間・空間的に不均質であり，観測点分布とそれぞれの観測点における初動報告率

（初動報告数 /検測数）を顕著に反映する．また，防災科学技術研究所で決定されたモーメントテンソル解や関東・東海
地震観測網による初動メカニズム解と大局的には調和的であるが，顕著に異なる地震も若干見られる．
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築等」における「過去地震の類型化と長期評価の高度化に関する調査研究」の一環として実施された．
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